
 

■お客様の施工現場から■  火災保険利用による屋根廻り改修の追加工事ご依頼/宮久保 T 様邸 

爽風市川通心３月号の紙面で「火災保険利用による屋根廻りの改修」の施工記事をご紹介させて頂きました。 

その際、屋根廻りの改修を安全に進めるために、足場を掛け作業に当たりましたが、建物の屋根廻りに加え、

外壁、軒下、窓、ベランダ廻りの老朽化もかなり進んでおりました。このため、屋根廻りの作業が終了し、足

場を取り払う前に、外壁廻りの塗装も同時に進めて欲しい、とのご依頼により追加の工事に着手することにな

りました。しかし、当初の作業は、屋根廻りのみの改修を想定しておりましたので、そこにまた、新たに塗装

等の作業が加わりますと、いろいろな箇所のいろいろな問題点が発生し、一つ一つを解消しながら作業を進め

ていく必要性が出てまいりました。特に、一番の問題点は、１階の瓦棒トタン屋根の上に鉄骨のベランダが設

置されており、トタン屋根を塗装するためには、ベランダの床に敷き詰められている床板を全て取り払い、塗

装した後、新規にプラスチック製のデッキ材を取り付ける必要がありました。また、屋根裏の軒天井のあちこ

ちが剥がれ、穴も開いておりましたので、建物の屋根裏全体に石膏系のボードを張り、その後、 

塗装し、当初の、屋根改修の着工から約１．５ケ月にて全ての作業を完了させて頂きました。 

今回のこの改修を終え、今後、お客様も安心、快適にお過ごしになられることと思われます。 

 

   ■ひとり言■   こんにちは。エムエスホームの佐原です。いつもお世話になります。 

例年、５月のゴールデンウイークの時期ともなりますと、市内のあちこちに、うす紫色の鮮やか

な藤の花が見られる爽やかな季節となりました。まだ、朝晩は、多少の肌寒さは感じられます

が、日々、心地良くお過ごしのことと思われます。 

このたびのコロナウイルスが初めて日本にもたらされたのは、２０２０年１月、クルーズ船ダイ

アモンド・プリンセス号の乗客７１２名の感染から全国に拡大して現在に至りました。当初は、 

日本も含め、世界中にこれほどの勢いで波及していくとは、誰一人予想しておらなかったのでは

ないかとも思われます。しかし、今や、世界の累積感染者数は約１億５千万人、死者３１０万人 

にも上り、この先いつ収束に向かうのか予想もつきません。 

この様な状況の中で、東京オリンピックが数ケ月後に開催される予定ではありますが、 

当然、多くの規制や安全面の対策等々の様々な難題を抱え、開催を強行する意義が 

どこにあるのか疑問です。将来に悔いを残すことのないよう検討頂きたいものです。 
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■暮らしのたより■      庭のリビングで季節を身近に！ 

バルコニーやベランダ、庭などを「第２のリビング」として使うアウトドアリビング。 

屋外に位置するその空間は解放感たっぷりで、心地いい風や自然光を感じながら過ごすことができ

す。春から夏にかけての爽やか季節なら、テーブルと椅子を用意して、お茶や食事を楽しむのも心地

いいものです。いつものメニューも、外で食べれば特別おいしく感じられそうです。 

クッションやソファを用意すれば、読書や昼寝を楽しむリラックス空間にも早変わり。夏になれば、

夕涼みや子供の水遊びスペースとしても使えます。ちょっとした非日常感を演出できるアウトドアリ

ビングは、一人や家族で楽しむのはもちろんのこと、親しい人たちを招いたホームパーティなどでも

活躍します。開放的な空間でゆったりとした時間を過ごせます。 

アウトドアリビングは、その都度テーブルや椅子を持ち出すだけでもつくれますが、庭ならウッドデ

ッキやサンルームを、ベランダならウッドパネルやタイルなどを設置すれば、さらに使い勝手のいい

空間になります。使い勝手をよくするポイントは、リビングと地続きになるように床の高さをそろえ

ること。フラットな床なら出入りがぐっとスムーズになります。外からの視線が気になる場合は、フ

ェンスなどで対策を。また、シェードやテラス屋根を設置しておけば、日差しの強い 

夏場も過ごしやすくなります。四季を感じられるアウトドアリビングで、おうち時間 

がもっと楽しくなりそうです。 


